
定
時
総
会
の
開
催
に
あ
た
り

中
谷
理
事
長
は
『
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
、
委
任
状
の
開
催
に
な
っ

た
事
を
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

令
和
元
年
度
事
業
は
順
調
に
遂

行
さ
れ
、
１
月
に
は
六
段
位
認

定
審
査
会
が
開
催
さ
れ
た
が
、

そ
の
後
は
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
、
殆
ど
の
事
業
は
中
止
・

延
期
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

令
和
２
年
度
は
、
新
た
な
「
５

支
部
体
制
」
で
諸
事
業
を
策
定

し
た
が
、
多
く
は
凍
結
状
態
に

あ
る
。
先
の
見
え
な
い
前
例
の

な
い
状
況
で
は
あ
る
が
、
本
日

の
総
会
は
こ
の
苦
境
を
乗
り
越

え
る
覚
悟
を
も
っ
て
臨
み
た
い

と
思
う
の
で
、
会
員
皆
様
の
ご

支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。
』
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
解
除
さ

れ
た
も
の
の
、
首
都
圏
や
大
都

市
を
中
心
に
感
染
者
が
発
生
し

て
、
感
染
危
機
が
強
く
残
る
中

を
、
正
副
理
事
長
は
じ
め
専
務

理
事
、
事
務
局
長
、
本
部
事
務

局
員
が
会
場
の
研
修
セ
ン
タ
ー

に
参
集
し
て
、
会
場
設
営
、
運

営
準
備
な
ど
を
行
っ
て
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
出
席
が
出
来

な
い
理
事
は
「
テ
レ
ビ
会
議
」

で
参
加
し
て
、
総
会
運
営
の
様

子
を
静
か
に
見
守
り
ま
し
た
。

土
屋
照
雄
さ
ん(

首
都
圏
支

部
・
江
戸
流
手
打
ち
蕎
麦
二
八

の
会)

を
議
長
に
選
出
し
、
提

出
さ
れ
た
議
案
は
原
案
通
り
決

議
さ
れ
ま
し
た
。

※
定
時
総
会
の
議
事
録
・
写
真

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載
中
！

全
麺
協
は
法
人
化
さ
れ
て
６

年
目
に
入
り
、
社
会
的
に
も
認

知
度
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
令

和
時
代
に
マ
ッ
チ
し
た
新
基
軸

を
打
ち
出
し
て
行
く
必
要
が
あ

る
。
全
麺
協
の
さ
ら
な
る
躍
進

を
期
す
た
め
５
年
後(

令
和
７

年)

に
は
、
「
そ
ば
道
」
を
国

民
に
周
知
さ
せ
る
こ
と
を
目
標

に
掲
げ
る
。

こ
れ
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、

５
年
後
の
「
そ
ば
道
段
位
認
定

制
度
」
段
位
認
定
者
数
を
２
万

人
に
、
全
麺
協
個
人
会
員
・
特

別
個
人
会
員
の
合
計
数
を
７
千

人
に
達
成
さ
せ
る
こ
と
と
す
る
。

定
時
総
会
で
「
役
員
選
任
」

を
決
議
し
た
後
に
、
テ
レ
ビ
会

議
に
よ
っ
て
理
事
会
を
開
催
し

て
、
次
の
正
副
理
事
長
を
選
出

し
た(

敬
称
略)

。
理
事
長･

中

谷
信
一(

富
山
県)

副
理
事
長･

板
倉
敏
和(

東
京
都)

山
本

剛

(

岡
山
県)

加
藤

憲(

埼
玉
県)

任
期
は
、
令
和
２
～
３
年
度
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
を
防
止
の
た
め
、
全
麺
協

活
動
は
自
粛
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

全
国
に
発
令
さ
れ
て
い
た
緊
急

事
態
宣
言
は
５
月
下
旬
に
解
除

さ
れ
、
徐
々
に
社
会
活
動
が
開

始
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

首
都
圏
を
中
心
に
感
染
者
が
発

生
し
て
、
予
断
を
許
さ
な
い
状

況
が
今
な
お
続
い
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
を
防
ぐ
に
は
、
「
３
密
」

を
避
け
る
こ
と
が
基
本
で
す
。

四
・
五
段
位
認
定
会
は
受
験
者

が
広
範
囲
の
た
め
、
中
止
を
決

定
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
初
～

三
段
位
「
そ
ば
道
段
位
認
定
会
」

開
催
に
向
け
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
作
成
し
て
い
ま
す
。
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
は
３
密
を
避
け
る
な
ど
、

段
位
認
定
会
で
は
絶
対
に
ク
ラ

ス
タ
ー
を
発
生
さ
せ
な
い
と
の

目
的
で
作
成
す
る
も
の
で
す
。

感
染
を
防
ぐ
た
め
の
開
催
条
件
・

環
境
な
ど
、
段
位
認
定
会
を
開

催
運
営
す
る
必
要
不
可
欠
な
要

件
を
全
国
統
一
し
て
示
す
も
の

で
、
全
国
認
定
会
専
門
チ
ー
ム

が
７
月
中
の
完
成
を
目
指
し
て

作
成
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

段
位
認
定
会
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

が
完
成
し
ま
し
た
ら
、
そ
の
概

要
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
当
全
麺

協
通
信
に
て
掲
載
し
ま
す
。
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全
麺
協
通
信

第
７
回

定
時
社
員
総
会
開
催

｢

全
麺
協
通
信｣

創
刊
の
目

的
と
配
布
の
お
願
い

「
コ
ロ
ナ
禍
」
の
中
、
早

く
会
員
に
全
麺
協
本
部
の
情

報
を
伝
え
た
い
と
「
全
麺
協

通
信
」
を
創
刊
し
ま
し
た
。

支
部
・
広
報
担
当
者
を
通
じ

て
所
属
会
員
に
メ
ー
ル
送
信

し
ま
す
。
全
麺
協
個
人
会
員

に
メ
ー
ル
送
信
、
ま
た
は
プ

リ
ン
ト
し
て
配
布
し
て
く
だ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

正
副
理
事
長
の
顔
ぶ
れ

｢
そ
ば
道
段
位
認
定
会｣

の
開
催
は
？

全
麺
協
基
本
方
針･

要
旨

６
月
２
１
日(

日)

午
後
２
時
か
ら
、
研
修
セ
ン
タ
ー(

東
京
都

台
東
区)

に
て
、
第
７
回
定
時
社
員
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。


